
                                                                                                                                                                                                                                                                                        

第３６回標茶町農業委員会総会会議録 

 

                       開催年月日 平成２９年３月２７日（月曜日）                

開催場所  標 茶 町 役 場 議 場 

○議 事 日 程      

第 １ 会議録署名委員の指名について        

第 ２ 会期決定について 

第 ３ 会務報告 

第 ４ 報告第１０５号 農地の賃借料情報の算定について                

第 ５ 報告第１０６号 農用地の賃貸借に係る合意解約について           １件 

 第 ６ 報告第１０７号 農地部会審査報告について                  

第 ７ 議案第１７１号 参考賃借料の改定について                  

 第 ８ 議案第１７２号 下限面積（別段面積）の設定について             

 第 ９ 議案第１７３号 現況証明願について                    ２件 

 第１０ 議案第１７４号 農業振興地域整備計画の変更について           １０件 

 第１１ 議案第１７５号 農地法第３条の規定による許可申請について         １件 

 第１２ 議案第１７６号 農地法第４条の規定による許可申請について         ５件 

 第１３ 議案第１７７号 農地法第５条の規定による許可申請について         １件

第１４ 議案第１７８号 農用地利用集積計画の作成の要請について          ４件 

 第１５ 議案第１７９号 農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画（案）について  ３件          

 第１６ 議案第１８０号 農地法に係る標茶町からの事務委任について                   

  

 

○出席委員（１４名） 

    １番 橘  澄子 君   ２番 熊谷 英二 君   ３番 甲斐やす子 君 

   ４番 高松 俊男 君   ６番 髙橋 政寿 君   ７番 笛木 眞一 君 

   ８番 佐藤  肇 君   ９番 武藤 利勝 君  １０番 大泉 義明 君 

  １１番 佐藤 德市 君  １２番 澁谷  洋 君  １３番 山本 志伸 君 

  １５番 鈴木 義次 君  １６番 佐瀨 日出夫君 

 

○議事参与の制限を受けた委員（ １名） 

   ●●番 ●●  ● 君 

 

○欠席委員（ １名） 

   １４番 嶋中  勝 君 

     

○その他出席者 

事務局長 村山 裕次 君         振興係長 若松  務 君         

主  任 高橋  望 君         主  事 湊谷 省吾 君 
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（会長 佐瀨日出夫君、議長席に着く。） 

 

◎開会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 只今から第３６回標茶町農業委員会総会を開会致します。 

只今の出席委員は１４名、欠席１名であります。 

よって、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による定足数に達しておりますので、

本総会は成立致しました。 

                                 （午前１０時１８分開会） 

 

◎開会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 直ちに会議を開きます。 

  

     ◎会議録署名委員の指名 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１。会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規則第８２条の規定により、 

       １０番・大泉君   １１番・佐藤德市君  

を指名致します。 

 

◎会期の決定について 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第２。会期決定を議題と致します。 

 第３６回標茶町農業委員会総会の会期は本日１日限りと致したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、本総会の会期は本日１日と決定致しました。 

 

◎会務報告 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第３。会務報告を行います。 

 会務報告は印刷配布のとおりであります。 

 

◎報告第１０５号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第４。報告第１０５号、農地の賃借料情報の算定についてを議題と

致します。事務局より内容説明させます。 

振興係長若松君。 

○振興係長（若松務君） はい。 

 報告第１０５号についてご説明させていただきます。 

 農地の賃借料情報の算定について、農地法第５２条の規定に基づき、農地の賃借料情報を次のと

おり算定したので報告するものであります。 

平成２９年３月２７日提出。 

標茶町賃借料情報、別紙のとおりであります。 

標茶町賃借料情報、平成２８年１月から１２月までに締結（公告）された賃借料における賃借料

水準（１０a当たり）は、以下のとおりとなっております。 
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平成２９年４月１日、標茶町農業委員会。 

１． 畑（牧草畑）の部。 

締結（公告）された地域名、標茶町全域。 

平均額２，３００円。 

最高額３，１００円。 

最低額１，０００円。 

データ数は５７４筆であります。 

１． データ数は、集計に用いた筆数であります。 

２． 金額は、算出結果を四捨五入し１００円単位としております。 

なお、この情報は４月１日よりホームページ上、あと事務局備え付けで公表させていただきたい

と思っております。 

以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君）以上をもって、事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君）ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第１０５号は報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第１０６号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第５。報告第１０６号、農用地の賃貸借に係る合意解約について、

内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係若松君。 

○振興係（若松 務君） はい。 

 報告第１０６号について説明させていただきます。 

農用地の賃貸借に係る合意解約について、農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知が

あったので報告するものであります。 

合意解約の通知があった土地の表示、別紙のとおり１件であります。 

番号１。 

 賃貸人、●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 賃借人、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の表示、字標茶２２７－５の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７２，３３４㎡。 

 設定内容は、賃貸借。 

 契約年月日は、平成２８年３月２４日。 
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 契約期間は、平成２８年３月２４日から平成３０年１２月１日まで。 

 賃貸借の解約が合意された年月日は、平成２９年２月２１日であります。 

 以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君）以上をもって、番号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君）ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

以上をもって、報告第１０６号内容１件は報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第１０７号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第６。報告第１０７号、農地部会審査報告についてを議題と致しま

す。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係長若松君。 

○農地係長（若松 務君） はい。 

 報告第１０７号について説明させていただきます。 

 農地部会審査報告について、平成２９年１月２７日、第３４回農業委員会総会において農地部会

に付託された協議案第３号、標茶町参考賃借料の改定について、審査の結果を報告するものであり

ます。 

 なお、報告につきましては農地部会長 笛木部会長よりお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ７番・笛木君。 

○７番（笛木 眞一君） ７番・笛木。 

 それでは報告させていただきます。 

 審査報告について報告致します。 

平成２９年１月２７日開催の第３４回農業委員会総会において、農地部会に付託された事件「協

議案第３号 標茶町参考賃借料の改定について」は審査の結果、次のとおり決定しましたので特別

委員会会議規則第９条の規定により報告いたします。 

 標茶町参考賃借料の改定については、２月１３日及び３月１０日に農地部会を開催し審議を行い

ました。 

 改訂作業については、これまでの参考賃借料と同様、「土地残余方式」による算出を基本として

その金額をもとに、貸し手、借り手の代表者を含め協議を開催し検討をすすめました。 

 現行の参考賃借料は、平成２５年度に改定され改訂後３年を経過しております。 

 粗収益については収量が上畑、中畑、下畑ともに前回に比べて１００キロ減収しておりますが流

通粗飼料が高騰し牧草単価が上昇、これにより粗収益は増加しています。 

 生産費についてはほぼ横ばいで推移しており、全体としては粗収益の上昇により収益性がやや増

加しています。 

 これらを踏まえ検討・協議した結果、作目は牧草で１０アール当たり、上畑３，２００円（現行

4 

 



賃借料より１００円増）、中畑を２，１００円（１００円増）、下畑を１，５００円（１００円増）

に決定を致しました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって事務局の説明並びに、農地部会長笛木君の報告を終わりま

す。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、報告第１０７号は報告のとおり承認されました。 

 

◎議案第１７１号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第７。議案第１７１号、参考賃借料の改定についてを議題と致しま

す。 

 事務局より内容説明させます。 

振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１７１号について説明させていただきます。 

 参考賃借料の改訂について、農地法関係事務に係る処理基準第３の８の（１）の⑤に基づく判断

基準として、下記のとおり参考賃借料を改定したので、議決を求めるものであります。 

 標茶町参考賃借料、畑（牧草畑）の部。 

 農地の区分、上畑。 

 参考賃借料（１０ａ当り）、３，２００円。 

 平成２９年４月１日から適用。 

 適用区域は標茶町内全域を対象。 

 作目は牧草で１０ａ当り４，０００ｋｇ。 

 農地の区分、中畑。 

 参考賃借料（１０ａ当り）、２，１００円。 

 平成２９年４月１日から適用。 

 適用区域は標茶町内全域を対象。 

 作目は牧草で１０ａ当り３，５００ｋｇ。 

 農地の区分、下畑。 

 参考賃借料（１０ａ当り）、１，５００円。 

 平成２９年４月１日から適用。 

 適用区域は標茶町内全域を対象。 

 作目は牧草で１０ａ当り３，１００ｋｇ。 

 なお、処理基準第３の８の（１）の⑤に基づく判断基準の額は、原則として上畑の参考賃借料を

超えた額と致します。 
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 以上です。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１７１号は原案可決されました。 

 

◎議案第１７２号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第８。議案第１７２号、下限面積（別段面積）の設定についてを議

題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係長若松君。 

○農地係長（若松 務君） はい。 

 議案第１７２号について説明させていただきます。 

 下限面積（別段面積）の設定について。 

 農地法第３条第２項第５号に基づき設定する面積において、別段面積を設定しない理由について、

下記のとおり議決を求めるものであります。 

１． 農地法施行規則第１７条第１項の規定について 

方針、農地法第３条第２項第５号で定められた別段面積を北海道２ヘクタールに準じ、別段面積

を特に定めないとすること。 

理由、２０１５年農林業センサスで、町内の農家で２ヘクタール以上の農地を耕作している農家

が全農家数の９割を超えているため。 

２． 農地法施行規則第１７条第２項の規定について 

方針、農地法第３条第２項第５号で定められた別段面積を北海道２ヘクタールに準じ、別段面積

を特に定めないとすること。 

理由、町内の耕作放棄地率は、０．０７％と低い現状であるため。 

なお、農地部会で検討された結果につきましても、農部会長笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ７番・笛木君。 

○７番（笛木 眞一君） ７番・笛木。 

 議案第１７２号について報告致します。 

 ３月１０日に農協役員室において、農地部会を開催し、下限面積の設定について検討致しました。 

 事務局の説明のとおり、本町の状況を確認し、遊休農地率の低減しており、別段下限面積を設定

しないことと判断致しました。 

 全体協議会の中でもありましたけれども、事前説明をいただきましたけれども、総会資料に基づ

き資料がありますのでご覧をいただきたいと思います。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって事務局の説明並びに農地部会長笛木君の報告を終わります。 
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これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

以上をもって、議案第１７２号は原案可決されました。 

 

◎議案第１７３号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第９。議案第１７３号、現況証明願いについて、内容２件を議題と

致します。 

 番号１を議題といたします。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１７３号について説明させていただきます。 

 現況証明願について、北海道農地法関係事務処理要領に基づき願出のあった、下記の土地の現況

証明願について議決を求めるものであります。 

 別紙のとおり２件であります。 

 番号１。 

 土地の所在、字標茶７３４－９の内。 

 登記簿地目、畑。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、２５，７７８．４１㎡。 

 農地区分、一般民有地。 

 利用状況、雑種地。 

 所有者名、申請者名ともに●●●●さん。 

 調査委員氏名は、笛木委員、山本委員、鈴木委員。 

 調査年月日は、平成２９年３月１６日であります。 

 なお、調査結果につきましては山本委員より報告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・山本君。 

○１３番（山本志伸君） １３番・山本。 

 議案第１７３号、番号１について報告します。 

 ３月１３日付けで調査依頼があり、３月１６日に調査してまいりました。 

 調査委員につきましては、笛木委員、鈴木委員、事務局から若松係長、湊谷主事と私で現地調査

を行っております。 

 現地の状況は、配布資料の２ページから３ページをご覧下さい。 

 この土地は、施設や周辺状況を確認し、２０年以上前から施設用地であると判断できます。 

農振農用地区域も施設用地に指定されております。 

現地調査の結果、農地、採草放牧地以外であることを確認しました。 
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 詳細につきましては、ただいま事務局の説明のとおりです。 

 以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明並びに、現地調査にあたられ

ました、１３番・山本君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

 続いて、番号２を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 土地の所在、字栄１２７－３の内。 

 登記簿地目、畑。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、６５２．５１㎡。 

 農地区分は、一般民有地。 

 利用状況は、雑種地。 

 所有者、申請者ともに●● ●さん。 

 調査委員氏名は、甲斐委員、佐藤肇委員、大泉委員、嶋中委員。 

 調査年月日は、平成２９年３月１７日。 

 なお、調査報告につきましては甲斐委員より報告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） ３番・甲斐君。 

○３番（甲斐やす子君） ３番・甲斐です。 

 議案第１７３号、番号２について報告致します。 

 ３月１３日付けで調査依頼がありまして、３月１７日に調査してまいりました。 

 調査委員につきましては、佐藤肇委員、大泉委員、嶋中委員と、事務局からは若松係長、湊谷主

事と私で現地調査を行っております。 

 現地の状況は、配布資料の４ページから５ページをご覧下さい。 

 この土地は、施設や周辺状況、●●さんの説明を確認し、過去から農用地の利用はなく雑種地で

あると判断致します。 

農振農用地区域も施設用地に指定されております。 

現地調査の結果、農地、採草放牧地以外であることを確認しました。 

 詳細につきましては、ただいま事務局が説明したとおりでございます。 

 以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明並びに、現地調査にあたられ
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ました、３番・甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１７３号内容２件は原案可決されました。 

 

◎議案第１７４号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１０。議案第１７４号、農業振興地域整備計画の変更について、

内容１０件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 議案第１７４号について説明させていただきます。 

 農業振興地域整備計画の変更について、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２に

基づき、標茶町長より意見を求められた下記の件について、意見を求めるものであります。 

 意見を求められた土地の表示については、別紙のとおり１０件となっております。 

 番号１。 

 区分、除外。 

 地番、字阿歴内原野北２線１２７番３の内。 

 現況地目、雑種地。 

 面積、２５㎡。 

 事業計画の名称、電気通信基地局設備の建設。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

●●●さん。 

 事業開始、着手済。 

 事業の規模等、コンクリート柱等１式。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、電気通信基地局設備を設置するものである。 

 他法令の許認可の見通しは、特にありません。 

 土地選定の理由、当該地は地理的に電波の伝搬に最適であり、周辺には農用地等以外の代替地も

無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号１につきましては、調査委員であります武藤委員から報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ９番・武藤君。 

○９番（武藤 利勝君） ９番・武藤。 

 議案第１７４号、番号１について報告致します。 
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 １０月１１日に事務局より調査の依頼がありまして、１１月８日に佐委員、橘委員、佐藤德市

委員と事務局より村山局長と湊谷主事、私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料７ページから９ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●●●●●●が携帯電話通信用アンテナの設置をするため、農振農用地区域内

の農地を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められ

たものであります。 

調査の結果、携帯電話通信用のアンテナの設置としては妥当と問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しております。 

 当該地は、周辺に代替地がなく周辺農用地への影響も軽微なことからやむを得ないものと判断い

たしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました９番・武藤君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

 続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字上多和８８番１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、６，０２０．１６㎡外６筆、合計面積は１９，８８９．８４㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、牛舎１，８１７．１９㎡、ラグーン１，３８３．８４㎡。 

 土地所有者についても、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 
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 番号２につきましては、調査委員であります大泉委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

 議案第１７４号、番号２について報告致します。 

 ３月１４日に事務局より調査の依頼があり、３月１７日に佐藤肇委員、甲斐委員、嶋中委員と、

事務局より若松係長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１０ページから１２ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、●●在住の●●●●さんが所有地に農業施設を建設するため、農振農用地区域内の

農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められ

たものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおり確認しております。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおりと確認しております。 

 今回の変更面積につきましては、農業施設の建設としては妥当な面積と判断いたします。 

 周辺には農用地以外への代用もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ないも

のと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１０番・大泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 続いて番号３を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号３についてご説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字西熊牛原野西２線５５番１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、６，９９２㎡外１筆、合計面積は１２，７４８㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、牛舎１，７７１．２８㎡、スラリーストア５３０．６６㎡。 

 土地所有者についても、●●●●さんとなっております。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 
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 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号３につきましては、調査委員であります大泉委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

 議案第１７４号、番号３について報告致します。 

 ３月１０日に事務局より調査の依頼があり、３月１７日に佐藤肇委員、甲斐委員、嶋中委員、事

務局より若松係長、湊谷主事、私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１３ページから１５ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●在住の●●●●さんが、所有地に農業用施設を建設するため農振農用地区域

内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求め

られたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおり確認しております。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しています。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

 周辺には農用地以外の代替もなく、周辺農用地等の影響も軽微なことから、やむを得ないものと

判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１０番・大泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 

 続いて番号４を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号４について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字熊牛原野１２線西５番１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、７，６７１㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 
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 事業の規模等、牛舎１，０２２．７６㎡、育成舎５１８．４０㎡、堆肥舎２８４．７６㎡。 

 土地所有者についても、●●●●さんとなっております。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号４につきましては、調査委員であります佐藤肇委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤  肇君） ８番・佐藤です。 

 議案第１７４号、番号４について報告致します。 

 事務局より３月１０日に調査依頼があり、３月１７日に大泉委員、甲斐委員、嶋中委員と、事務

局より若松係長、湊谷主事と私とで現地調査を行ってまいりました。 

 参考資料の１６ページから１８ページをご覧ください。 

 この案件は、●●●在住の●●さんが、所有地に農業用施設の建設をするために、農振農用地区

域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求

められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積、また内容及び目的、計画についても記載

のとおりと確認しております。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断いたしました。 

 周辺には農用地等以外の代替地もなく、周辺農地等への影響も軽微なことから、この計画の変更

は妥当と判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号４について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました８番・佐藤肇君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４については原案可決されました。 

 続いて番号５を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号５についてご説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字栄１２７番３の内。 

 現況地目、雑種地。 

 面積、６５２．５１㎡。 
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 事業計画の名称、農家住宅建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、住宅１０１．４９㎡。 

 土地所有者については、●● ●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農家住宅を建設するものであります。 

 他法令の許認可の見通しについては、特にありません。 

 土地選定の理由、当該地は住宅建設地とすることにより農業経営の上で有利となり、周辺には農

用地等以外の代替地も無く、周辺農用地への影響も軽微なことからやむを得ず選定するものであり

ます。 

 番号５につきましては、調査委員であります甲斐委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ３番・甲斐君。 

○３番（甲斐やす子君） ３番・甲斐です。 

 議案第１７４号、番号５について報告致します。 

 ３月１３日に事務局より調査の依頼があり、３月１７日に大泉委員、佐藤肇委員、嶋中委員と、

事務局より若松係長と湊谷主事、私で現地調査を行ってまいりました。  

申請地は参考資料４ページから５ページに記載されておりますのでご覧ください。 

 この案件は、申請者である●●●●さんが、農家用住宅建設をするため農振農用地区域内の農地

を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうか意見を町より求められたもの

であります。 

 調査の結果、農家用住宅の建設としては妥当と判断し、問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しております。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しています。 

 当該地は周辺の代替地も無く、周辺農用地への影響も軽微なことから、やむを得ないものと判断

いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号５について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました３番・甲斐君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号５については原案可決されました。 

 続いて番号６を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 
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 番号６についてご説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字標茶７２９番１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、６，５９１．２６㎡外２筆、合計面積につきましては１２，３０５．４４㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、牛舎２，３９８．２４㎡、バンガーサイロ２，７００㎡、ラグーン１，０５７．

６２㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号６につきましては、調査委員であります山本委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・山本君。 

○１３番（山本志伸君） １３番・山本。 

 議案第１７４号、番号６について報告します。 

 ３月１０日に事務局より調査の依頼があり、３月１６日に笛木委員、鈴木委員と事務局より若松

係長、湊谷主事と私で現地調査に行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１９ページから２１ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●在住の●●●●さんの所有する農地に農業用施設を建設するために、農振農用

地区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町よ

り求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画について記載のとおり確認しております。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断いたします。 

 周辺には、農用地以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ない

ものと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号６について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１３番・山本君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号６については原案可決されました。 
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 続いて番号７を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号７についてご説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字虹別４３６番１１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、１，８２４㎡外１筆、合計面積は５，１０１㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、スラリーストア１，２５６㎡。 

 土地所有者についても、●● ●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号７につきましては、調査委員であります山本委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・山本君。 

○１３番（山本志伸君） １３番・山本。 

 議案第１７４号、番号７について報告します。 

 ３月１０日に事務局より調査の依頼があり、３月１６日に笛木委員、鈴木委員と事務局より若松

係長、湊谷主事と私で現地調査にを行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の２２ページから２４ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●在住の●● ●さんの所有する農地に農業用施設を建設するため、農振農用地

区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より

求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しています。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しています。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断いたします。 

 周辺には、農用地以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ない

ものと判断いたしました。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号７について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１３番・山本君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 
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（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号７については原案可決されました。 

 続いて番号８を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●● ●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号８についてご説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字上オソツベツ原野基線１８番１の内。 

 現況地目、畑。 

 面積、１，０３３．０９㎡外１筆、合計面積は１，７８９．５３㎡。 

 事業計画の名称、施設整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●● ●●

●●● ●●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、育成舎１，１４９．６１㎡。 

 土地所有者、●● ●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第５条申請中。 

土地選定の理由、当該地は農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外に

代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 番号８につきましては、調査委員であります高松委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ４番・高松君。 

○４番（高松 俊男君） ４番・高松です。 

 議案第１７４号、番号８について報告致します。 

 ３月１０日に事務局より調査の依頼があり、３月１６日に熊谷委員、橋委員と事務局より若松

係長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の２５ページから２７ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●●●で酪農を営む●●●● ●●●●●●● ●●●●● ●●●●●さん

が、同じく●●●●●在住の●● ●さんの所有する農地に農業用施設を建設するために、農振農

用地区域内の農地を農地以外にすることを、標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町

より求められたものであります。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、面積は記載のとおりと確認しております。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しております。 

 今回の変更面積につきましては、農業用施設の建設としては妥当な面積と判断いたします。 

 周辺には、農用地以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことから、やむを得ない

ものと判断いたしました。 

 報告終わります。 
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○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号８について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました４番・高松君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号８については原案可決されました。 

                                   （●● ●君復席） 

 続いて番号９を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号９についてご説明させていただきます。 

 区分、編入。 

 地番、字中チャンベツ原野４２０番２。 

 現況地目、畑。 

 面積、６９㎡。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 土地所有者についても、●● ●さんとなっております。 

 事業の必要性、緊急性、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を

図ることで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるものです。 

 他法令の許認可の見通しについては、特にありません。 

土地選定の理由、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を図るこ

とで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるため敵地として選定するもので

あります。 

 なお、番号９につきましては、調査委員であります佐藤德市委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・佐藤德市君。 

○１１番（佐藤德市君） １１番・佐藤。 

 議案第１７４号、番号９について報告致します。 

 ４月１９日に事務局より調査の依頼があり、４月２６日に橘委員、甲斐委員、武藤委員、私と事

務局より村山局長、湊谷主事で、現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料２８ページから２９ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●で農地を所有する●● ●さんが、農振農用地区域外の農地を農地にするこ

とを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであります。 

 今回の調査の結果、登記地目は畑、現況についても採草放牧地で隣接する農地と一体的に使用す

ることにより、効率的に作業できると思われます。 

また、周辺農地等へ及ぼす被害等の影響は認められず、今回の編入については問題ないものと認

めます。 
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 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号９について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました１１番・佐藤德市君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９については原案可決されました。 

 続いて番号１０を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君）はい。 

 番号１０についてご説明させていただきます。 

 区分、編入。 

 地番、字雷別５０番１。 

 現況地目、畑。 

 面積、６６，５１８㎡の内１，３１８㎡。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地所有者についても、●●●●さんとなっております。 

 事業の必要性、緊急性、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を

図ることで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるものです。 

 他法令の許認可の見通しは、特にありません。 

土地選定の理由、当該地は農振整備計画から除外されていたが、周辺農用地への集団化を図るこ

とで土地の有効利用にも結びつき、安定した農業経営が確立されるため適地として選定するもので

あります。 

 番号１０につきましては、調査委員であります佐藤德市委員より報告をお願いします。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・佐藤德市君。 

○１１番（佐藤德市君） １１番・佐藤。 

 議案第１７４号、番号１０について報告致します。 

１０月４日に事務局より調査の依頼があり、１０月１７日に橘委員、甲斐委員、武藤委員、私と事

務局より村山局長、湊谷主事で、現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の３０ページから３１ページに記載されていますのでご覧ください。 

 この案件は、●●●で農地を所有する●●●●さんが、農振農用地区域外の農地を農地にするこ

とを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであります。 

 今回の調査の結果、登記地目は畑、現況についても採草放牧地で隣接する農地と一体的に使用す

ることにより、効率的に作業できると思われます。 

また周辺農地等へ及ぼす被害等の影響は認められず、今回の編入については問題ないものと認め

られます。 
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 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１０について事務局の説明、並びに現地調査にあたら

れました１１番・佐藤德市君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１０については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１７４号、内容１０件は原案可決されました。 

 

 ◎議案第１７５号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１１。議案第１７５号、農地法第３条の規定による許可申請につ

いて内容１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第１７５号についてご説明させていただきます。 

 農地法第３条の規定による許可申請について、農地法第３条の規定による農地等の権利移転（設

定）の許可申請があった下記の件について、議決を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示については、別紙のとおり１件となっております。 

番号１。 

 貸付人、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん ●●●。 

 借受人、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字中チャンベツ原野北１線４９－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１６３㎡外１筆、合計面積につきましては１７，１００㎡となっております。 

契約の種類、賃貸借（許可日から１０年）。 

 権利移転（設定）の理由、貸付人が相手方要望、借受人は自給飼料の確保。 

 資金調達の方法及び価格、年間６４，０００円。 

 世帯員又は構成員、貸付人が２名、借受人が３名。 

 畑、採放地については、借受人が７９５，９５６㎡、うち借入地が１１５，１９５㎡となってお

ります。 

 経営の状況につきましては、省略させていただきます。 

 番号１につきましては、調査委員であります佐藤德市委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １１番・佐藤德市君。 

○１１番（佐藤德市君） １１番・佐藤。 

議案第１７５号、番号１について報告致します。 

20 

 



３月１日付けで事務局より調査依頼があり、３月５日に現地調査を行ってまいりました。 

許可を受けようとする土地の表示及び状況は記載のとおり確認しました。 

貸主の●●さん一家は、●●さんの要望で、農地を賃貸し、借主の●●さんは農地を借受け粗飼

料の確保のため今回の申請となりました。 

●●さんが申請地を取得後、この農地すべてについて耕作を行い、農作業に常時従事するかにつ

いても、申請書に記載されたとおり確認しましたので、農地すべてについて耕作に常時従事すると

認められます。 

●●さんの農地所有面積は申請地を含める、合計面積が８１．３ｈａとなりますので、下限面積

要件は満たしています。 

今回の申請地は、●●さんの所有地に隣接している農地の取得ですので、周辺の農地への影響は

なく、効率的に利用されると認められます。 

これらの調査の結果から、農地法第３条第２項の各要件を満たしておりますので、許可について

は妥当と判断致します。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１１番・佐藤德市君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１７５号、内容１件は原案可決されました。 

 

      ◎議案第１７６号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１２。議案第１７６号、農地法第４条の規定による許可申請につ

いて、内容５件を議題といたします。 

 番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第１７６号についてご説明させていただきます。 

 農地法第４条の規定による許可申請について、農地法第４条の規定による農地転用の許可申請が

あった下記の件について、意見を求めるものであります。 

許可を受けようとする土地の表示については、別紙のとおり５件となっております。 

 番号１。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字西熊牛原野西２線５５－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６，９９２㎡外１筆、合計面積は１２，７４８㎡となっております。 
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 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域用途区分変更手続中。 

 転用目的、牛舎及びスラリーストアの建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久、牛舎１棟１，７７１．２８㎡、スラリーストア１棟５３

０．６６㎡、事業費２６７，８２９，２００円。 

 なお、番号１につきましては、調査委員であります大泉委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

議案第１７６号、番号１について報告致します。 

３月１０日に事務局より調査の依頼があり、３月１７日に佐藤肇委員、甲斐委員、嶋中委員と事

務局より若松係長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料１３ページから１５ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請者は●●●●●●●で営農する●●●●さんが、農業用施設を建設するため、農地の永久転

用を申請するものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認してます。 

実行性、信用性については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても農業

用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設であ

ることことからこの転用については問題ないと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１０番・大泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

続いて番号２を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号２についてご説明させていただきます。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字上多和８８－１の内。 
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 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６，０２０．１６㎡外６筆、合計面積は、１９，８８９．８４㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域用途区分変更手続中。 

 転用目的、牛舎及びラグーンの建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久、牛舎１棟１，８１７．１９㎡、ラグーン１棟１，３８３．

８４㎡、スタック５基４，２３７．７９㎡、事業費２４２，７０３，０００円。 

 なお、番号２につきましては、調査委員であります大泉委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １０番・大泉君。 

○１０番（大泉 義明君） １０番・大泉。 

議案第１７６号、番号２について報告致します。 

３月１４日に事務局より調査の依頼があり、３月１７日に佐藤肇委員、甲斐委員、嶋中委員と事

務局より若松係長、湊谷主事と私で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料の１０ページから１２ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請地は、●●在住の●●●●さんが、農業用施設を建設するため、農地の永久転用を申請する

ものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおり確認しています。 

実行性、信用性については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても農業

用施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設であ

ることことからこの転用については問題ないと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１０番・大泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

                 （｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

                 （｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました 

続いて番号３を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号３についてご説明させていただきます。 
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 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字熊牛原野１２線西５－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７，６７１㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域用途区分変更手続中。 

 転用目的、牛舎・育成舎及び堆肥舎の建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久、牛舎１棟１，０２２．７６㎡、育成舎１棟５１８．４０

㎡、堆肥舎１棟２８４．７６㎡、事業費１１８，０００，０００円。 

 なお、番号３につきましては、調査委員であります佐藤肇委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ８番・佐藤肇君。 

○８番（佐藤 肇君） ８番・佐藤です。 

議案第１７６号、番号３について報告致します。 

この案件は、前段の議案第１７４号４番と同じでありますので、調査員等については省略させて

いただきます。 

この案件は、●●さんが牛舎・育成舎及び堆肥舎の建設をするために、農地の永久転用を申請す

るものです。 

転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確認し

ています。 

農地区分は農振農用地区域内にある土地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認しています。 

また実行性、信用性についても、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても

これらの施設の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが今後も営農を続ける上で必要な施設の建設である

ことから、この転用は許可妥当と判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号３について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました８番・佐藤肇君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

                 （｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

                 （｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました 

続いて番号４を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 
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 番号４についてご説明させていただきます。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字標茶７２９－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６，５９１．２６㎡外２筆、合計面積は、１２，３０５．４４㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域用途区分変更手続中。 

 転用目的、牛舎・バンガーサイロ及びラグーンの建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久、牛舎１棟２，３９８．２４㎡、バンガーサイロ１棟２，

７００㎡、ラグーン１棟１，０５７．６２㎡、事業費につきましては５９１，９３５，０００円と

なっております。 

 番号４につきましては、調査委員であります山本委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・山本君。 

○１３番（山本 志伸君） １３番・山本。 

議案第１７６号、番号４について報告します。 

３月１３日付けで調査依頼があり、３月１６日に調査してまいりました。 

調査委員につきましては、笛木委員、鈴木委員、事務局からは若松係長、湊谷主事と私で現地調

査を行ってまいりました。 

申請地は配布資料１９ページから２１ページをご覧下さい。 

申請者は●●●●●●で営農する●●●●さんが、牛舎、バンガーサイロ、ラグーンを建設する

ため、農地の永久転用を申請するものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 

農地区分は、農振農用地区域内にある土地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても牛舎、

バンガーサイロ、ラグーンの建設については妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設であ

ることからこの転用は問題ないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号４について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１３番・山本君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

                 （｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

                 （｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４については原案可決されました 
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続いて番号５を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 番号５についてご説明させていただきます。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

土地の所在、字虹別４３６－１１の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、１，８２４㎡外１筆、合計面積は、５，１０１㎡となっております。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域用途区分変更手続中。 

 転用目的、スラリーストアの建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久、スラリーストア１棟１，２５６㎡、事業費５７，２９４，

０００円となっております。 

 番号５につきましては、調査委員であります山本委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・山本君。 

○１３番（山本 志伸君） １３番・山本。 

議案第１７６号、番号５について報告致します。 

３月１３日付けで調査依頼があり、３月１６日に調査してまいりました。 

調査委員につきましては、笛木委員、鈴木委員、事務局からは若松係長、湊谷主事と私で現地調

査を行ってまいりました。 

申請地は配布資料２２ページから２４ページをご覧下さい。 

申請者は●●●●●●で営農する●● ●さんが、スラリーストアを建設するため、農地の永久

転用を申請するものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 

農地区分は、農振農用地区域内にある農地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についてもスラ

リーストアの建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設であ

ることからこの転用は問題ないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号５について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました１３番・山本君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

                 （｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 
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 原案可決することにご異議ございませんか。 

                 （｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号５については原案可決されました 

 以上をもって、議案第１７６号、内容５件は原案可決されました。 

 

      ◎議案第１７７号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１３。議案第１７７号、農地法第５条の規定による許可申請につ

いて、内容１件を議題といたします。 

 番号１を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

                                   （●● ●君退席） 

事務局より内容説明させます。 

 農地係湊谷君。 

○農地係（湊谷省吾君） はい。 

 議案第１７７号についてご説明させていただきます。 

 農地法第５条の規定による許可申請について、農地法第５条の規定による農地等転用のための権

利移転（設定）の許可申請があった下記の件について、意見を求めるものであります。 

許可を受けようとする土地の表示については、別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●● ●●●●● ●

●●●●さん。 

土地の所在、字上オソツベツ原野基線１８－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１，０３３．０９㎡外１筆、合計面積につきましては１，７８９．５３㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、使用貸借。 

 転用目的、育成舎の建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久。 

 転用面積、育成舎１棟１，１４９．６１㎡。 

 事業費につきましては、６５，６６４，０００円となっております。 

 なお、番号１につきましては、調査委員であります高松委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ４番・高松君。 

○４番（高松 俊男君） ４番・高松。 

議案第１７７号、番号１について報告します。 

３月１３日付けで調査依頼があり、３月１６日に調査してまいりました。 

調査委員につきましては、熊谷委員、髙橋委員と事務局からは若松係長、湊谷主事と私で現地調

査を行ってまいりました。 

申請地は配布資料２５ページから２７ページをご覧下さい。 
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申請者は借主の●●●● ●●●●●●● ●●●●● ●●●●●さんが、貸主の●● ●さ

んの土地について、育成舎の建設を目的とした、転用のため使用貸借するものであります。 

この権利を取得する土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確認して

おります。 

農地区分は、農振農用地区域内にある農地と判断致します。 

転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても育成

舎の建設としては妥当な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障などは認められません。 

農振農用地区域内の農地は、原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設であ

ることからこの転用は間違いないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

たました４番・高松君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

                                   （●● ●君復席） 

 以上をもって、第１７７号内容１件は原案可決されました。 

 

      ◎議案第１７８号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１４。議案第１７８号、農用地利用集積計画の作成の要請につい

て、内容４件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１７８号について説明させていただきます。 

農用地利用集積計画の作成の要請について、下記の農用地利用集積計画は、農業経営基盤強化促

進法第１５条第４項の規定により、利用権設定等促進事業の実施が必要と認められるので、標茶町

長に農用地利用集積計画の作成を要請することについて議決を求めるものであります。 

 作成を要請する農用地利用集積計画、別紙のとおり４件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●

●●● ●●● ●● ●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 
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 土地の所在、字虹別原野４１－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，０１５㎡外５筆、合計の面積２８７，３９８㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２９年３月２７日から平成３９年３月２６日まで。 

土地の引渡時期は、平成２９年３月２７日。 

金額は、年間８８３，０００円。 

 支払方法は、毎年１２月２０日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、中間管理事業にかかる案件のため、改めての現地調査は行っておりませんが、次の議案、

１７９号の方の、利用配分計画の方でですね調整の経過など、説明させていただきたいと思います

ので、宜しくお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●、●● ●さん。 

土地の所在、字標茶２２７－５の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、７２，３３４㎡。 

利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２９年３月２７日から平成３１年１２月１日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２９年３月２７日。 

 金額は、年間１４４，０００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号２につきましては熊谷委員に現地調査を依頼しておりますので、調査結果について報告

願います。 
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○会長（佐瀨日出夫君） ４番・熊谷君。 

○４番（熊谷 英二君） ４番・熊谷。 

 議案第１７８号番号２について報告致します。 

 ３月１３日付けで調査依頼があり、３月１６日に調査してまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●さんは相手方要望により農地を賃貸するものです。 

 借主の●●さんは、安定した粗飼料の確保を図るということでした。 

 この賃貸契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して 

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断しました。 

 詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号２について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました２番・熊谷君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

 お諮り致します。 

 番号３から番号４まで内容２件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３から番号４まで内容２件を一括議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

番号３について説明させていただきます。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字虹別原野４５１－４の内。 

 地目、登記簿、山林。 

現況、畑。 

 面積は、４，１０５㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 
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 利用権の期間は、平成２９年３月２７日から平成３９年３月２６日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２９年３月２７日。 

 金額は、年間１２，７００円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号４につきまして、利用権の設定等を受ける者、利用権設定等の種類、成立する法律関

係、利用権の期間、支払方法が番号３と同じですので、説明を省略させていただきます。 

番号４。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字虹別原野２６８。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積は、８，９７２㎡外１５筆、合計の面積が４４７，３６８㎡。 

利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 金額は、年間１，２５７，３００円となっております。 

 なお番号３，番号４につきましては、笛木委員に現地調査を依頼しておりますので、調査結果に

ついて報告願います。 

○会長（佐瀨日出夫君） ７番・笛木君。 

○７番（笛木 眞一君） ７番・笛木。 

 議案第１７８号番号３，４について報告致します。 

 ３月１３日に事務局より調査依頼があり、３月１６日に確認調査を行ってまいりました。 

 利用権設定等の農地については、新規の賃貸契約であり、記載のとおり確認しております。 

 貸主の●●●●さん、●●●●さんは相手方の要望により農地を賃貸するものです。 

 借主の●●●●さんは、農地を借受け自給飼料の確保を図るということです。 

 この賃貸契約については、借受者は認定農業者となっており、農用地の全てを効率的に利用して 

耕作を行い、農作業に常時従事すると認められます。 

 従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断致しました。 

 詳細につきましては、事務局の説明のとおりです。 

以上報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号３から番号４まで内容２件について事務局の説明、並

びに現地調査にあたられました７番・笛木君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３から番号４まで内容２件については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１７８号、内容４件は原案可決されました 

  

◎議案第１７９号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１５。議案第１７９号、農地中間管理事業に係る農用地利用配分
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計画（案）について、内容３件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号３まで内容３件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号３まで内容３件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松務君） はい。 

 議案第１７９号について説明させていただきます。 

 農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画（案）について、農地中間管理事業に係る業務委託

契約に基づき作成された農用地利用配分計画（案）について標茶町長より意見を求められた下記の

件について、意見を求めます。 

 意見を求められた農用地利用配分計画（案）、別紙のとおり３件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●● ●

●●●● ●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●

●● ●●● ●● ●さん。 

 土地の所在、字虹別原野４１－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，０１５㎡外１筆、合計の面積が１２１，２６５㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、平成２９年５月１１日から平成３９年３月２６日まで。 

 土地の引渡時期は、平成２９年５月１１日。 

 金額は、年間３７１，０００円。 

 支払方法は、毎年１２月１０日までに指定口座に振り込みとなっております。 

 なお、番号２、３につきまして、利用権の設定等をする者、利用権設定等の種類、利用権設定等

の内容、成立する法律関係、利用権の期間、支払方法が番号１と同じでありますので説明を省略さ

せて頂ます。 

 番号２。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、● ●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野６７９－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４５，７５６㎡。 

 金額は、年間１４１，０００円。 

番号３。 

利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●● ●●●●● ●

● ●さん。 
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 土地の所在、字虹別原野７１８－１０。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３８，２１２㎡外２筆、合計の面積は１２０，３７７㎡。 

 金額は、年間３７１，０００円となっております。 

 なお、今回の農用地利用配分計画の調整、また現地調査等につきまして、笛木委員より報告をお

願いしたいと思います。 

○会長（佐瀨日出夫君） ７番・笛木君。 

○７番（笛木 眞一君） ７番・笛木。 

 議案第１７９号番号１、２、３について、●●●●さんに係る、農地中間管理事業について報告

を致します。 

 当初、あっせん賃貸借の申出があり、昨年度１１月１６日に阿部委員、山本委員、鈴木委員と私

と事務局より村山局長、湊谷主事で現地調査を行い、●●さんに賃貸価格を提示したところ、承諾

を得ておりましたが、その後●●さんより農地中間管理事業を利用したい旨の申出がありました。 

 ２９年３月７日に、標茶町より●●さんの農用地賃貸貸付相手の選定、及び賃貸料金の調査につ

いて依頼があり、３月９日に山本委員、鈴木委員と私と事務局より若松係長、湊谷主事と農地中間

管理事業借受登録者にて、中間管理事業借受人選定会議を行い、借受希望者を調整したところ、●

●●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん、● ●●さん、●●●● ●●● ●●●●

● ●● ●さんに決定致しましたので、配分計画（案）として提出致します。 

 詳細については事務局説明のとおりです。 

 以上で報告終わります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって番号１から番号３まで内容３件について事務局の説明、並

びに現地調査にあたられました７番・笛木君の代表報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって議案第１９７号、内容３件は原案可決されました。 

 

◎議案第１８０号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１６。議案第１８０号、農地法に係る標茶町からの事務委任につ

いてを議題といたします。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長若松君。 

○振興係長（若松 務君） はい。 

 議案第１８０号について説明させていただきます。 

 農地法に関する標茶町からの事務委任について、農地法に関する標茶町の権限に属する関係事務

処理にあたり、標茶町より事務委任について別紙のとおり協議がありましたので受任することにつ

いて意見を求めるものであります。 
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 事務の委任について、標茶町の権限に属する事務の円滑な執行を期するため、標茶町農業委員会

に対し、下記の事務を委任したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条の２の

規定により協議します。 

１． 農地法（昭和２７年法律２２９号）第４条第１項の規定による農地の転用許可。 

２． 農地法（昭和２７年法律２２９号）第５条第１項の規定による農地又は採草放牧地の転用の

ための権利移動の許可。 

以上であります。 

○会長（佐瀨日出夫君） 以上をもって、事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○会長（佐瀨日出夫君） ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１８０号は原案可決されました。 

 

       ◎閉議の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） これをもちまして、第３６回標茶町農業委員会総会に付議されました案

件の審議は、全部終了致しました。 

 

◎閉会の宣告 

○会長（佐瀨日出夫君） 第３６回標茶町農業委員会総会を閉会致します。 

 どうもご苦労さまでございました。 

 

（午前１１時５６分閉会） 
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